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大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

今
年
の
全
国
大
会
は
、
親
族
間
の
殺
人
や
虐
待
な
ど
な

ど
…
今
の
世
相
を
憂
え
る
岡
田
先
生
の
お
言
葉
で
始
ま
り

ま
し
た
が
、
講
演
の
最
後
は
『
素
敵
な
親
た
ち
』
と
い
う

こ
と
で
「
多
く
の
識
者
が
言
う
ご
と
く
、
障
害
児
を
持
つ

親
た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
ど
こ
か
ら
得
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
重
症
児
（
者
）
の
親
た
ち
も
例
外
で
は
な
い
。
障

害
児
は
、
素
晴
ら
し
い
親
た
ち
を
選
ん
で
生
ま
れ
る
訳
で

は
な
い
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
素
晴
ら
し
い
親
が
多
い
。

き
っ
と
親
た
ち
は
、
障
害
児
と
と
も
に
生
き
て
い
る
間
に
、

何
か
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
。
と
の
お
話
に
続

き
、
最
後
に
「
守
る
会
の
三
原
則
」
で
締
め
括
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
変
な
時
期
に
重
症
児(

者)

の
親
た
ち
に
励
ま

し
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
庭
崩
壊
・
家
族
解
体
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
る
中
、

重
い
障
害
の
子
ど
も
を
抱
え
た
家
庭
が
あ
ら
ゆ
る
困
難
を

乗
り
越
え
て
い
く
過
程
で
、
行
政
を
は
じ
め
多
く
の
人
た

ち
の
支
え
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
て
い
な
い
中
で
、
障
害
を
受
け
容
れ
、

素
晴
ら
し
い
親
に
成
長
で
き
る
の
は
至
難
の
こ
と
で
は
な

い
か
と
昨
今
の
社
会
情
勢
を
み
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

編

集

委

員

一

同

「支える会」事務局
〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！ 【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む
【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心

身障害児(者)を守る会の大阪支部)への入会につい

てご案内いたします。

「支える会」入会のご案内

全国重症心身障害児（者）を守る会

◇◇ 近畿ブロック専門部会議開催 ◇◇

日 時：平成２０年９月６日（土） 13:00～16:00

場 所：神戸市立心身障害福祉センター

内 容：４専門部会に分かれて討議、最後に全体会で部会長が経過報告

① 在宅部会

② 国立施設部会

③ 重症児施設部会

④ 母親部会

※ 動く重症児については、各部会の中でのテーマとして取り上げます。

◎ 参加費： 無 料

◎ 参加希望の方は、事務局までお問い合せ下さい。
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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．６３

大

阪

府

重

症
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障
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児
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障

害

児

（

者

）

を

守

る

会

大

阪

支

部

ＯＴＫ

支
え
る

去
る
六
月
十
二
日
（
木
）
「
早
川
福
祉
会
館
」
に
お
い
て
、
第
十
五

回
定
期
総
会
並
び
に
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
、
活
動
報
告
ビ
デ
オ
上
映
、

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
役
員
改
選
、
平
成

二
十
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
へ
と
議
事
を
進
行
し
、
各
議
案
と
も
出

席
者
の
承
認
を
得
、
成
立
し
ま
し
た
。

午
後
の
交
流
会
は
、
会
員
以
外
の
方
も
交
え
て
催
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
か
ね
て
情
報
交
換
を
し
た
り
、
支
え
る
会
に
対
し
て
の
意

見
、
質
問
が
出
た
り
と
活
気
に
満
ち
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
に
お
わ
れ
る
厳
し
い
現
状
に
あ
る
当
事
者
の
方
々
が
、
「
ほ
っ
と
」

ひ
と
息
つ
け
る
時
間
や
場
所
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

左から：

大阪府 健康福祉部 障害保健福祉室

自立支援課 植田剛司課長

大阪市健康福祉局 障害者施策部

障害福祉企画担当 久我秀人課長代理

全国重症心身障害児（者）を守る会

西治近畿ブロック長

御来賓
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交流会
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障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
重
症
心
身
障
害
児
者

を
取
り
巻
く
状
況
も
財
政
的
な
厳
し
さ
を
背
景
に
、
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
の
「
量
」
に
着
目
し
た
「
応

益
負
担
」
と
い
う
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
、
本
会
は

一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
が
、
今
も
っ
て
改
ま
る
こ
と
な
く

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
強
い
憤
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

運
動
の
不
十
分
さ
を
反
省
し
た
い
。

ま
た
、
重
症
心
身
障
害
児
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
入
所

施
設
も
含
め
て
、
質
、
量
と
も
に
不
十
分
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
財
政
優
先
の
改
革
が
児
童
福
祉
法
を
含
め
進
行
し

て
い
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
今

後
の
見
直
し
に
向
け
て
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
声
を
よ
り
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
総
会
記
念
講
演
会
開
催

平
成
一
九
年

五
月
二
〇
日(

日)

「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
に
」

―
入
所
施
設
と
地
域
在
宅
生
活
を
結
ん
で
―

◆
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
〇
年

三
月
二
三
日(

日)

「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
に
」

―
重
症
児
施
設
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
―

◆
重
心
介
護
人
養
成
講
座

・
初
級

平
成
一
九
年
一
〇
月
一
三
日
・
二
〇
・
二
一
日

・
中
級

平
成
一
九
年
一
一
月
二
四
・
二
五
・
一
二
月
一
日

◆
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁
護
事
業

・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
平
成
一
九
年

七
月

七
日(

土)

・
研
修
会

平
成
一
九
年
一
〇
月

八
日(

月)

・
研
修
会

平
成
二
〇
年

一
月
二
六
日(

土)

★
実
態
調
査

３
．
交
流
事
業

◆
集
団
指
導
療
育
キ
ャ
ン
プ

「
白

浜
」

平
成
一
九
年
一
〇
月
二
四
・
二
五
日

４
．
啓
発
事
業

◆
懇
談
会

大
阪
府
（
平
成
一
九
年
一
一
月
一
五
日
）

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
６
回
発
行

６
．
障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会

・
第
１
回

平
成
一
九
年

七
月
三
〇
日

「
介
護
支
援
に
つ
い
て
」

・
第
２
回

平
成
一
九
年

八
月
三
〇
日

「
自
閉
症
を
と
も
な
っ
た
重
度
知
的
障
害
者
の

支
援
に
つ
い
て
」

・
第
３
回

平
成
一
九
年

九
月
二
七
日

「
薬
の
理
解
」

・
第
４
回

平
成
一
九
年
一
二
月
一
七
日

「
朋
の
時
間
」
映
画
鑑
賞

・
第
５
回

平
成
二
〇
年

一
月
二
一
日

「
救
急
救
命
講
習
会
」

◆
◆
月
別
活
動
報
告
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
56
号
発
行

五

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
57
号
発
行

第
一
四
回
定
期
総
会

記
念
講
演
会
（
二
〇
日
）

六

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
58
号
発
行

行
事
「
奈
良
へ
行
こ
う
」

七

月

運
営
委
員
会

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会(

三
〇
日)

広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁
護
事
業

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
七
日
）

八

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
59
号
発
行

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会(

三
〇
日)

九

月

運
営
委
員
会

行
事
「
夏
祭
り
」

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会(

二
七
日)

一
〇
月

運
営
委
員
会

療
育
キ
ャ
ン
プ
「
白

浜
」(

二
四
・
二
五
日)

広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁
護
事
業

研
修
会
（
八
日
）

一
一
月

運
営
委
員
会

府
と
の
懇
談
（
一
五
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
60
号
発
行

一
二
月

運
営
委
員
会

行
事
「
ク
リ
ス
マ
ス
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会(

一
七
日)

一

月

運
営
委
員
会

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会(

二
一
日)

広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁
護
事
業

研
修
会
（
二
六
日
）

二

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
61
号
発
行

三

月

運
営
委
員
会

平
成
一
九
年
度
事
業
報
告
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２ ０ ０ ７ 年 度 　 収 支 決 算 報 告 書

 収 　 　 　 入 　 　 　 の 　 　 　 部 支 　 　 　 出 　 　 　 の 　 　 　 部

　 　     　 科 　 　 　 　 　 　 目 金 　 　    額 摘 　 　 　 要 　    　 　 科 　 　 　 　 　 　 目  金 　 　 　 額 摘 　 　 　 要

8 2 8 ,7 0 0 9 2 2 ,0 0 3

7 4 0 ,7 0 0 0

8 8 ,0 0 0 0

1 9 3 ,6 9 3 0

1 9 3 ,6 9 3 0

2 ,4 0 2 ,4 9 0 2 4 8 ,1 6 0 会 議 等 参 加 旅 費 ほ か

0 9 8 ,1 8 9 消 耗 品 な ど

2 ,4 0 2 ,4 9 0 0

3 ,0 0 0 ,0 0 0 1 0 7 ,5 6 0 コ ピ ー 、 印 刷 経 費 な ど

0 0

3 ,0 0 0 ,0 0 0 1 0 7 ,0 1 8 総 会 会 場 費 、 茶 菓 子 ほ か

4 7 8 ,0 0 0 0

4 7 8 ,0 0 0 2 9 8 ,1 2 3

2 5 7 ,4 8 7 4 0 ,9 0 0 リ ー ス 料 な ど

2 5 7 ,4 8 7 研 修 会 時 弁 当 代 ほ か 2 2 ,0 5 3

0

0 5 ,4 6 6 ,2 9 7

0 7 4 1 ,6 1 3 会 場 費 、 設 営 費 、 講 師 料 ほ か

0 8 3 3 ,2 4 4 療 育 キ ャ ン プ 、 交 流 会 な ど

0 0

0 0

0 7 2 ,1 7 9 機 関 紙 印 刷 費 、 発 送 費 用 な ど

0 3 ,8 1 9 ,2 6 1

0

3 4 5 ,6 0 0

3 4 5 ,6 0 0

5 3 ,0 0 0

5 3 ,0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　 　 当 　 期 　 収 　 入 　 額 　 計 7 ,1 6 0 ,3 7 0 　 　 当 　 期 　 支 　 出 　 額 　 計 6 ,7 8 6 ,9 0 0

　 　 　 　 　 前 期 繰 越 金 2 1 4 ,5 1 2 　 　 　 　 　 当 期 繰 越 金 5 8 7 ,9 8 2

　 　 　 収 　 　 入 　 　 合 　 　 計 7 ,3 7 4 ,8 8 2 　 　 　 支 　 　 出 　 　 合 　 　 計 7 ,3 7 4 ,8 8 2

      　 　 　 　 　 　 　 　 　                　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 自 2 0 0 7 .4 .1 至 2 0 0 8 .3 .3 1

4 1会 　 費 　 収 　 入 3 1 事 　 務 　 費 　 支 　 出

　 0 1 正 会 員 会 費 収 入 　 0 1 職 員 俸 給

　 0 2 協 力 会 員 会 費 収 入 　 0 2 職 員 諸 手 当

4 2寄 付 金 収 入 　 0 3 賃 　 　 　 金

　 0 1 寄 付 金 収 入 　 0 4 法 定 福 利 費

4 3事 　 業 　 収 　 入 　 0 5 旅 　 　 　 費

　 0 1 バ ザ ー 収 入 　 0 6 一 般 物 品 費

　 0 2 そ の 他 の 事 業 収 入 研 修 会 等 参 加 費 、 書 籍 売 上 、 印 刷
代 ほ か 　 0 7 固 定 資 産 物 品 費

4 4補 助 金 収 入 　 0 8 印 刷 製 本 費

　 0 1 地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 　 0 9 光 熱 水 費

　 0 2 公 益 事 業 補 助 金 収 入 福 祉 医 療 機 構 ( 2 ,0 0 0 ,0 0 0 )、
高 津 成 和 会 ( 1 ,0 0 0 ,0 0 0 ) 　 1 0 会 　 議 　 費

4 5本 部 助 成 金 収 入 　 1 1 修 　 繕 　 費

　 0 1 本 部 助 成 金 収 入 　 1 2 役 　 務 　 費 通 信 運 搬 （電 話 料 金 含 む ） 、 手 数 料
な ど

4 6雑 　 　 収 　 　 入 　 1 3 借 料 損 料

　 0 1 雑 　 　 収 　 　 入 　 1 4 雑 　 　 　 費

4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入

　 0 1 設 備 資 金 借 入 金 収 入 3 2事 　 業 　 費 　 支 　 出

4 8引 当 金 戻 入 　 0 1 研 修 会 開 催 費

　 0 1 修 繕 引 当 金 戻 入 　 0 2 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 活 動 費

　 0 2 備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 　 0 3 分 会 活 動 費

　 0 3 人 件 費 引 当 金 戻 入 　 0 4 調 査 啓 発 事 業 費

4 9積 立 金 戻 入 　 0 5 機 関 紙 出 版 費

　 0 1 建 設 積 立 金 戻 入 　 0 6 そ の 他 の 事 業 費
広 汎 性 事 業 （ 2 ,3 5 5 ,3 1 1 ） 高 津 清 和 会
（ 1 ,4 0 3 ,9 2 7 ） 、 全 国 大 会 参 加 費 な ど

　 0 2 そ の 他 の 積 立 金 戻 入

3 3本 部 会 費

　 0 1 本 部 会 費

3 4近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費

　 0 1 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費

3 5 雑 　 支 　 出

　 0 1 慶 　 弔 　 費

　 0 2 雑 　 支 　 出

3 6 積 立 金 繰 入

　 0 1 建 設 積 立 金 繰 入

　 0 2 そ の 他 の 積 立 金 繰 入

3 7引 当 金 繰 入

　 0 1 修 繕 引 当 金 繰 入

　 0 2 備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入

　 0 3 人 件 費 引 当 金 繰 入
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守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
一
九
年

四
月

七
日(

土)

平
成
一
九
年

六
月

二
日(

土)

平
成
一
九
年
一
〇
月

六
日(

土)

平
成
一
九
年
一
一
月
二
四
日(

土)

平
成
二
〇
年

二
月

一
日(

金)

〜
二
日(

土)

京
都
市
（
一
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
一
九
年

六
月
一
六
〜
一
七
日

神
戸
市

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

「
ゆ
ず
り
葉
の
こ
こ
ろ
」

「
国
立
病
院
機
構
事
業
の
概
況
と

障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
対
応
」

「
転
換
期
を
迎
え
た
重
症
児
施
設
」

「
在
宅
重
症
児
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
」

「
母
親
と
父
親
の
役
割
」

◆
４
専
門
部
会

平
成
一
九
年

九
月

一
日(

土)

神
戸
市
立
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
〇
年

一
月
一
九
日(

土)

ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山
県
支
部
担
当
）

「
中
央
情
勢
報
告
」

「
障
害
児
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
」

「
重
症
心
身
障
害
児
・
者
と
食
事
」

※
お
詫
び
：
総
会
配
布
資
料

・
平
成
一
九
年
度
事
業
報
告
に
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
議
、

平
成
一
九
年
一
月
一
九
日
と
あ
り
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
、
平
成
二
〇
年
一
月
一
九
日
で
す
。

―３―
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人

格
と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害

児
・
者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
３
年
後
の
見
直

し
に
向
け
て
「
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
も
利
用
で
き

な
い
」
な
ど
、
障
害
の
重
い
人
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
う

え
で
の
問
題
点
を
整
理
し
、
真
に
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
支
援
が
さ
れ
、
有
効
に
活
用
で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
具
体
策
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

重
い
障
害
の
人
ほ
ど
多
く
の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
多
く

利
用
す
れ
ば
負
担
が
大
き
く
な
る
制
度
に
は
、
当
初
か
ら
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
社
会
的
資
源
の
整
備
、
特
に

医
療
ケ
ア
が
必
要
な
人
の
地
域
で
の
受
け
皿
が
無
い
中
で
ス

タ
ー
ト
し
た
今
回
の
改
革
は
、
福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
と

希
望
す
る
人
た
ち
の
生
活
が
保
障
さ
れ
労
働
条
件
が
整
え
ら

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
と
と
も
に
、
ま
さ
に
最
も
弱

い
人
々
の
切
り
捨
て
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

重
症
心
身
障
害
児
者
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
は
、
在
宅
生

活
の
介
護
負
担
に
重
く
の
し
か
か
り
、
果
て
し
な
い
苦
労
が

想
像
で
き
、
社
会
参
加
や
会
活
動
へ
の
参
加
も
難
し
く
し
て

い
る
。
施
策
の
充
実
に
向
け
一
人
で
も
多
く
の
理
解
者
が
増

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
発
信
を
続
け
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
の
た
め
「
最
も
弱
い
者
を
一

人
も
も
れ
な
く
守
る
」
と
い
う
会
の
理
念
に
恥
じ
る
こ
と
な

く
、
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
当
事
者
の
声
を
集
約
し
、
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
紙
を
通
じ
た
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
重
症
児
者
の
為
の
支
援
者
育
成
事
業
を
執
り
行
う
と
共

に
、
堺
市
に
計
画
中
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
開
設
に
向
け

て
当
事
者
の
声
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
相
談
業
務
需
要
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉

情
勢
を
勘
案
し
、
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
向
け
た
勉
強
会
等
を
開

催
し
、
会
活
動
の
理
解
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及
び
情
報

交
換
の
場
を
持
つ
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の
場
と
し

て
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並
び
に
広
汎
性
発

達
障
害
に
関
す
る
研
修
会
等
の
各
種
の
研
修
会
等
を
開
催

す
る
。

☆
重
症
心
身
障
害
児
・
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の

人
材
育
成
事
業

☆
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
た
め
の
研
修
会

３
．
交
流
事
業

◆
会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報
交
換
等

の
た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

☆
家
族
交
流
会
の
実
施

☆
交
流
キ
ャ
ン
プ

４
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
共

に
実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
発
刊

し
、
会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

(

年
間
６
回
発
行)

◆
◆
月
別
活
動
予
定
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

五

月

運
営
委
員
会

堺
市
パ
ネ
ル
展
（
二
七
日
〜
三
〇
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

六

月

運
営
委
員
会

定
期
総
会
・
交
流
会(

一
二
日
）

七

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八

月

運
営
委
員
会

講
習
会(

人
材
育
成
事
業
）

九

月

運
営
委
員
会

研
修
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
〇
月

運
営
委
員
会

交
流
キ
ャ
ン
プ

一
一
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
二
月

運
営
委
員
会

一

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

二

月

運
営
委
員
会

「
支
え
る
会
」
セ
ミ
ナ
ー

三

月

運
営
委
員
会

講
習
会(

人
材
育
成
事
業
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

平
成
二
〇
年
度
事
業
計
画

―４―

科 　 　 　 　 　 　 目 金 　 　 額 科 　 　 　 　 　 　 目 金 　 　 額
4 1会 　 費 　 収 　 入 9 0 0 ,0 0 0 3 1事 　 務 　 費 　 支 　 出 9 6 0 ,0 0 0
　 0 1正 会 員 会 費 収 入 8 0 0 ,0 0 0 　 0 1職 員 俸 給 0
　 0 2協 力 会 員 会 費 収 入 1 0 0 ,0 0 0 　 0 2職 員 諸 手 当
4 2寄 付 金 収 入 6 5 0 ,0 0 0 　 0 3賃 　 　 　 金 0
　 0 1寄 付 金 収 入 6 5 0 ,0 0 0 　 0 4法 定 福 利 費
4 3事 　 業 　 収 　 入 6 0 0 ,0 0 0 　 0 5旅 　 　 　 費 2 5 0 ,0 0 0
　 0 1バ ザ ー 収 入 0 　 0 6一 般 物 品 費 1 0 0 ,0 0 0
　 0 2そ の 他 の 事 業 収 入 6 0 0 ,0 0 0 　 0 7固 定 資 産 物 品 費 0
4 4補 助 金 収 入 0 　 0 8印 刷 製 本 費 1 5 0 ,0 0 0
　 0 1地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2公 益 事 業 補 助 金 収 入 0 　 1 0会 　 議 　 費 1 0 0 ,0 0 0
4 5本 部 助 成 金 収 入 5 0 0 ,0 0 0 　 1 1修 　 繕 　 費 0
　 0 1本 部 助 成 金 収 入 5 0 0 ,0 0 0 　 1 2役 　 務 　 費 3 0 0 ,0 0 0
4 6雑 　 　 収 　 　 入 1 0 ,0 0 0 　 1 3借 料 損 料 6 0 ,0 0 0
　 0 1雑 　 　 収 　 　 入 1 0 ,0 0 0 　 1 4雑 　 　 　 費 0
4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　 業 　 費 　 支 　 出 1 ,8 9 0 ,0 0 0
4 8引 当 金 戻 入 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 6 0 0 ,0 0 0
　 0 1修 繕 引 当 金 戻 入 　 0 2レ ク リ ェ ー シ ョ ン 活 動 費 6 0 0 ,0 0 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 0 　 0 3分 会 活 動 費 6 0 ,0 0 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 3 0 ,0 0 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 1 0 0 ,0 0 0
　 0 1建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6そ の 他 の 事 業 費 5 0 0 ,0 0 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 3 5 0 ,0 0 0
　 0 1本 部 会 費 3 5 0 ,0 0 0
3 4近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 5 ,0 0 0
　 0 1近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 5 ,0 0 0
3 5雑 　 支 　 出 3 2 ,9 8 2
　 0 1慶 　 弔 　 費 2 0 ,0 0 0
　 0 2雑 　 支 　 出 1 2 ,9 8 2
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 繰 入 0

　 　 当 　 期 　 収 　 入 　 額 　 計 2 ,6 6 0 ,0 0 0 　 　 当 　 期 　 支 　 出 　 額 　 計 3 ,2 4 7 ,9 8 2
　 　 　 　 　 前 期 繰 越 金 5 8 7 ,9 8 2 　 　 　 　 　 当 期 繰 越 金 0

　 　 　 収 　 　 入 　 　 合 　 　 計 3 ,2 4 7 ,9 8 2 　 　 　 支 　 　 出 　 　 合 　 　 計 3 ,2 4 7 ,9 8 2

　         　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ ８ 年 度 　 収 支 予 算 書

　 　 　 収 　 　 　 入 　 　 　 の 　 　 　 部 　 　 　 支 　 　 　 出 　 　 　 の 　 　 　 部
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守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
〇
年

四
月

五
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
二
〇
年

六
月

七
日(

土)

大
阪
市
中
央
公
会
堂

平
成
二
〇
年
一
〇
月

四
日(

土)

砂
子
療
育
園

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
二
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
二
一
年

二
月

滋
賀
県
（
一
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
二
〇
年

六
月
二
一(

土)

〜
二
二
日(

日)

北
海
道

◆
四
専
門
部
会

平
成
二
〇
年

九
月

六
日(

土)

神
戸
市
立
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
一
年

一
月
三
一
日(

土)

京
都
支
部
担
当

◆
支
部
長
会
議

平
成
二
〇
年

五
月
二
五
日(

日)

平
成
二
一
年

二
月
七
日(

土)

〜
八
日(

日)

◆
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
〇
年

九
月
一
三
日(

土)

〜
一
四
日(

日)

―５―

※
お
詫
び
：
総
会
配
布
資
料

・
平
成
二
〇
年
度
事
業
計
画
、
六
月
の
予
定
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
と
あ
り
ま
す
が
間
違
い
で
す
。



 

平成20年7月29日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ増刊通巻第3841号 昭和51年9月7日 第3種郵便物認可

大阪府重症心身障害児・者を支える会役員名簿 ◎ 任期２０１０年総会

役 職 氏 名 役 職 氏 名

１ 会 長 鈴 木 祥 子 １０ 〃 岡 本 汎 美

２ 副 会 長 寺 岡 冨 子 １１ 〃 山 村 寿 子

３ 副 会 長 成 田 憲 子 １２ 〃 菊 永 裕 子

４ 会 計 中 谷 弘 子 １３ 〃 江 藤 信 子

５ 会計監査 平 野 健 三 １４ 〃 柳 晴 美

６ 運営委員 今 井 清 行 １５ 〃 原 田 薫

７ 〃 上 田 敦 子 １６ 〃 藤 岡 咲 子

８ 〃 新 川 サカエ １７ 〃 中 野 悦 子

９ 〃 津 垣 良 隆 １８ 〃 吉 村 志津子

既に納入がお済みの方にはあしからずお許

しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

御支援のお願い

住み慣れた地域で暮らしたい！

そうした想いを実現するために、小さなグループの単位で生活

出来る生活ホーム（ケアホーム）の設置に取り組んでいます。

何卒、重度障害者の生活ホームの建設に御理解を賜り御支援、

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

建設資金に御協力をお願いします。

生活ホーム建設協力金： 1口 ５，０００円 （何口でもかまいません）

＊郵便振替 ００９２０－５－１２２０４６ 重度障害者の生活ホームをつくる会

＊銀行口座 三井住友銀行 西田辺支店 （普通）口座番号６８９９８３１

重度障害者の生活ホームをつくる会 会長 薗田隆二

大阪市阿倍野区阪南町2－23－11みどり教室内 重度障害者の生活ホームをつくる会

TEL 06－6622－3759 FAX 06－6622－3769 E-mail：midori＠sasaeru.or.jp

御支援、御協力いただける方を募っています

―６―
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「いのちきらきら愛のパネル展」大盛況！！

さる５月２７日から３０日まで堺市で開催されました「いのちきらき

ら愛のパネル展」は、連日大盛況のうちに終了致しました。

多くの方に、医療ケアを含む重い障害のある人が命を輝かせて生きて

いること、どんなに重い障害があっても、人として楽しい豊かな暮らし

を望んでいることを伝えました。また、介護生活の実情を知っていただ

いて、親にも健康で安全な暮らしが必要であることを訴えました。

開催にあたり、パネル展を堺市障害福祉課の事業として位置づけ多大

なご協力を得、市長はじめ、行政や関係者の方々が大勢足を運んでくだ

さったことは、大きな励ましとなりました。

重い障害のある人と触れ合うことが無かった方々からは、あたたかい

励ましや、逆に励まされたという言葉があり、参加者一同、大変喜びま

した。支えてくださる多くの方々とのつながりをあらためて強く感じ、

みんなの心があたたかく、元気になりました。

堺市では、平成２３年度開所の予定で重症心身障害児施設建設が進め

られています。この施設が、重い障害のある人がもれなく利用できるも

のになり、在宅生活支援の核となるものになってほしいと願って今後

の活動を続けます。

共 催： 堺市の重症心身障害児・者の家族の会

大阪府重症心身障害児・者を支える会

ありがとうございました
―７―
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「第４５回全国大会」に参加して

雨模様の蒸し暑い大阪を早朝に飛び立ち、札幌駅に着くと爽やかなひんやりとした風が疲れた体を

生き返らせてくれました。

第１日目は、岡田喜篤先生（川崎医療福祉大学）の基調講演（テーマ『重症児問題の原点』）に始

まり、秋山勝喜・社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会副会長より中央情勢報告があり、

４分科会に分かれて直面する問題について議論を深めました。

基調講演では、まず「重症児運動・重症児問題は、すなわち人間の存在価値の問題である。今の社

会情勢は人間関係が崩れはじめているように思われ、重症児の問題における人間観とは違ったところ

に動いていっているような気がする」。との導入部から、先般大阪の「支える会」主催でのご講演に

おいて「障害者基本法」を元に障害者自立支援法に対する疑問点を指摘されておられたのを思い出し、

再度「自立」について、又岡田先生のお考えについて復習することができました。

大阪には、重症心身障害児者（特に、医療的ケアを必要とするかた）の受け皿が不足しており、遠

方の他府県に重い障害にもかかわらず、多くの方が入所せざるをえない状況が続いています。特に国

立施設部会には他府県の支部に所属されている大阪の方も参加されていました。

第２日目は、講演「アイヌ…神々と生きた人びと」につづき、式典があり、最後に、守る会設立

４５周年記念大会の次期全国大会開催地である岩城東京都支部長より挨拶がありました。詳しい内容

については追って機関誌「両親の集い」に掲載されます。

大会終了後、札幌市にある二ヵ所の施設を見学し、慌ただしいスケジュールでしたが無事最終便で

帰阪しました。

施設見学では、広大な北海道と大阪の施設状況や歴史的な背景の違いも含め、考えさせられること

が多々ありました。

◎緑ヶ丘療育園（重症心身障害児施設・定員１６０名＋６名…精神科入院、計１６６名）は、

重度の知的障害と肢体不自由を有する人達、及びてんかんその他の精神障害に起因する行動

障害等を有する人達が利用しておられます。法人としては知的障害児施設がスタート（昭和

２６年）とのことで、重症児施設開設（昭和４８年）以来、いわゆる動く重症児が多く入所

されています。平成１１年に改築されていますが、高齢化が進んでいるとのことです。札幌

市の恵まれた自然環境と山の手住宅地に隣接したところに「いわゆる動く重症児」の受け皿

がありました。

◎札幌あゆみの園（重症心身障害児施設・定員１６８名）には、定義通りの重症心身障害児

（者）と、肢体不自由の程度は軽くても、重い知的障がいなどのため、手厚い医療・療育が

必要な「動く重症児」と呼ばれる人たちや、人工呼吸器をはじめ様々な医療機器を使用し、

常に濃厚な医療的ケアを必要とする「超重症児・準超重症児」と呼ばれる人たちも数多く利

用されています。

家族と共に地域社会の中で生活することを支援するため重症心身障害児（者）通園事業、短

期入所、居宅介護事業、児童デイサービス、障害者相談支援事業、障害児等療育支援事業な

どの事業を行っておられるとのことです。

両施設共、短時間の見学で施設側の方々にはご迷惑をお掛けしたにもかかわらず、丁寧にご案内・

ご説明下さりありがとうございました。 （Ｓ・Ｓ）

―８―
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全国重症心身障害児（者）を守る会

近畿ブロック・在宅部会より

この度、近畿ブロック・在宅部会では、重症心身障害児（者）

通園事業の実態調査を行います。

重症心身障害児（者）通園事業Ａ型Ｂ型は、唯一重症心身障害

と銘打った施策であり、重症心身障害児者の在宅生活を支えるも

のとして大きな期待を寄せている事業です。しかし、自立支援法

の施行と児童福祉法の見直しの中で、この通園事業も再検討され

ないとは限らない状況にあります。

また一面、昨今の障害の重度化に対応するには経営的に困難という声も聞かれます。

そこで、医療的ケアを含む重症心身障害児者の日中活動の場として、この事業が発展存続

するために事業の実態把握をし、問題を提起することによってその必要性を訴えます。

ついては、各府県の通園事業実施施設に調査協力を依頼いたしました。

要

望

書

本
日
私
た
ち
は
、
第
四
十
五
回
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を

守
る
全
国
大
会
を
こ
こ
札
幌
市
に
お
い
て
、
国
、
北
海
道
な

ら
び
に
札
幌
市
、
そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
地
元
の

関
係
福
祉
諸
団
体
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力

に
よ
り
、
意
義
深
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係

の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
障
害
児
支
援
の
見
直
し

に
関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
児
童
福
祉
法
の
見
直
し

に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
検
討
会
で
私
た
ち
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
脳
神
経
障

害
を
持
つ
重
症
心
身
障
害
児
者
に
は
、
そ
の
特
性
に
配
慮
し

て
、
年
齢
で
区
分
す
る
こ
と
な
く
生
涯
を
通
し
て
一
貫
し
て

支
援
す
る
「
児
者
一
貫
制
度
の
維
持
」
を
要
望
し
て
お
り
ま

す
。私

た
ち
は
、
現
在
の
厳
し
い
諸
情
勢
の
も
と
、
親
自
身
が

自
ら
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
会
の
三
原
則
に

則
り
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
懸
命
に
生
き
る
姿
か
ら
い
の

ち
の
大
切
さ
と
無
限
の
可
能
性
を
社
会
の
皆
様
に
伝
え
、
ご

理
解
と
共
感
を
い
た
だ
け
る
よ
う
真
摯
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
こ
に
、
第
四
十
五
回
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
全

国
大
会
の
総
意
に
基
づ
き
、
次
の
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

一
、
児
童
福
祉
法
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
児
者
一
貫
の

制
度
を
維
持
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
在
宅
に
お
い
て

も
、
施
設
入
所
に
お
い
て
も
重
症
心
身
障
害
児
者
の
い

の
ち
が
守
ら
れ
、
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
お
か
れ
て
は
、
超
重
症
児
の

入
所
を
受
け
入
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
在

宅
の
重
症
心
身
障
害
児
者
に
と
っ
て
、
施
設
は
欠
か
す

こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
す
。
つ
い
て
は
、
在
宅
の
重

症
心
身
障
害
児
者
を
支
援
す
る
た
め
、
短
期
入
所
の
病

床
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
重
症
心
身

障
害
児(

者)

通
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
園
を
希
望
す

る
全
て
の
重
症
心
身
障
害
児
者
が
身
近
な
地
域
で
利
用

で
き
る
よ
う
、
設
置
箇
所
数
の
大
幅
な
増
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
全
て
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
お
い
て

重
症
心
身
障
害
児(

者)

通
園
事
業(

Ａ
型)

の
実
施
を
推

進
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
医
療
な
く
し
て
は
命
が
守
ら
れ
な
い
重
症
心
身
障
害
児

者
に
と
っ
て
は
、
医
療
の
質
の
確
保
は
最
も
重
要
な
こ

と
で
す
が
、
昨
今
の
医
師
、
看
護
師
の
確
保
難
に
よ
り

施
設
運
営
へ
の
影
響
が
危
倶
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
重
症

心
身
障
害
児
者
の
医
療
・
看
護
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

診
療
報
酬
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
特
別
支
援
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
種
別
と

特
性
に
配
慮
し
た
教
育
体
制
が
確
保
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教
育
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の

理
念
が
活
か
さ
れ
、
身
近
な
地
域
で
教
育
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
が
更
に
充
実
さ
れ
、
地
域
格

差
が
是
正
さ
れ
る
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
国
立
病
院
機
構
に
お
か
れ
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
伴
う
障
害
程
度
区
分
認
定
に
よ
り
、
現
在
入
所
中
の

利
用
者
が
行
き
場
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
施
設
の

機
能
に
福
祉
施
設
の
機
能
も
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
よ

う
制
度
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
二
日

第
四
十
五
回
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
全
国
大
会

―９―
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こ ど も 未 来 財 団 助 成 事 業

交流キャンプのご案内
秋の自然とふれあい 温泉へと楽しいひと時を過ごしましょう！！
在宅の重症心身障害児と中高生のボランティアが交流キャンプに集って、
互いに楽しくふれあい、障害児者への思いやりと理解を育てることを目的
とした旅行です

大和・伊賀の旅 1 泊 2 日

日 程： Ｈ２０年１０月１８日(土)～１９日(日)

宿 泊 先： レイクフォレストリゾート
〒６１９－１４１２ 京都府相楽郡南山城村大字南大河原小字新林

ＴＥＬ ０７４３９－４－０３３１ ＦＡＸ ０７４３９－４－０９５５

定 員： 障害児者１０名 家族１０名

費 用： 一人 １ ３ ,０ ０ ０円

申し込み： ファックス、郵送で申し込んでください。

申し込み・問い合わせ先：

大阪府重症心身障害児・者を支える会
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８ 育徳コミュニティーセンター２Ｆ

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

〒５４５－００２１ 大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８
育徳コミュニティーセンター内

ＴＥＬ：０６－６６２４－２５６５ ＦＡＸ：０６－６６２４－２５６１

重症児者を支える会居宅介護事業所
事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 重度訪問介護
受付時間：９時～１８時

〒５９８－０００２ 大阪府泉佐野市中庄１５２２－１
ＴＥＬ：０７２４－６３－２２９７ ＦＡＸ：０７２４－６３－２４５４

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 重度訪問介護
受付時間：９時～１８時

支える会泉佐野居宅介護事業所

熱意のある方、車の運転ができる方、土日を中心に活動

できる方、歓迎します！

※登録については履歴書と資格証明書が必要です。
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― インフォーメーション ―

「全国重症心身障害児（者）を守る会」関係の以下の情報が事務局に届いています。

■障害児支援の見直しに関する検討会について

●開催要綱、検討スケジュール及び検討項目

●見直しの基本的な視点についての意見（社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会）

●検討会・北浦会長発言要旨

●重症心身障害児施設に関連する説明資料および要望事項（日本重症児福祉協会）

●資料（重症心身障害の療育 第３巻 第１号 13～33 （2008））

「重症心身障害児施設」運営基盤の歴史 －措置費・支援費と診療報酬額を中心に－

●資料（「診療報酬改定」の結果と評価そして今後の対応）

「日本重症児福祉協会」での発表

●資料（障害者施設等入院基本料で認められた７対１の基準について他）

■平成１９年度全国重症心身障害児（者）を守る会（親の会）決算報告

■全国重症心身障害児（者）を守る会役員（任期：平成21年3月31日まで）

支える会のホームページから「全国重症心身障害児（者）を守る会」のホームページにリン

クしていただくと読むことができます。 http://www.sasaeru.or.jp/

報告集が

できました！

重介護の最重度知的障害児者・医療面のケアも必要な方

障害特性に配慮した多重な支援が必要な方

の命を守り、地域で豊かな暮らしをするための受け皿は？

「広汎性発達障害を伴う重症児者の理解のために」
（独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業報告集）

発 行：大阪府重症心身障害児・者を支える会 一冊 １,０００円（送料別途）

「報告集」 購入申し込み先・問い合わせ先……「支える会」事務局

― 内容 ―

◎「自閉症スペクトラムを伴う重症児者への支援」

京都市児童福祉センター 門 眞一郎 氏

◎ シンポジュウム「広汎性発達障害を伴う重症児者の現状を見すえて」

シンポジスト 厚生労働省 障害福祉専門官 高原 伸幸 氏

びわこ学園医療福祉センター 石井裕紀子 氏

重症心身障害児施設 すくよか 平山 哲 氏

大阪府重症心身障害児・者を支える会 中谷 弘子 氏

コーディネーター 全国重症心身障害児(者)を守る会

奈良県支部長 品川 清美 氏

◎「各ライフステージに必要なサービスは・・・」

悠々倶楽部ライフステージ・悠トピア園長 飯田 雅子 氏

◎「障害者自立支援法と最重度障害児者の課題と展望」（要旨）

川崎医療福祉大学 学長 岡田 喜篤 氏

◎ 実態調査
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